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我が国は南北に長く、その自然は変化に富み、

多様な生き物が存在することで知られている。

中でも淡水域の生物相の豊かさは、日本の水環

境の豊かさと多様さの反映である。日本の淡水

域は、河川・湖沼・湿地等の自然の水域だけで

なく、生活と生産（農林漁業などの営み）のた

めに人の手により作られた池や水田・水路網な

ど多様な人為的水系が人里近くに張り巡らされ

てきたことが特徴である。それらが、人の暮し

と密接に関わり、日本の水辺の原風景を作り、

多くの生き物を支えてきたと考えられている。

しかし、今、水域とそれを取りまく環境の変

化により、淡水域の生き物が大きな危機にある

1960ことが、広く知られるようになってきた。

年代後半から 年代の前半の大きな環境問1970
題は、公害問題の克服と自然保護であり、そこ

で保護の対象にされたのは原生自然であり、貴

重種の生き物であった。しかし、 ～ 年1980 90
代になって浮上してきたのは、今まで身近に見

られたごく普通の生き物が次々と姿を消してい

ったことである。その背景には、身近な自然の

変貌や増大する化学物質の問題等がある。農村

では近代化に伴う圃場整備による水路の直線

化・コンクリ－ト化と冬季の乾田化、化学肥

料・農薬の使用などが進み、河川や池では流域

の開発に伴い、コンクリ－トによる直線護岸化

が急速に進んだ。移入種・外来種も増えた。こ

のような水辺の風景の変貌と水質の汚染により、

多くの身近な生き物が姿を消していったのであ

る。身近な自然より経済活動を優先した時代背

景があった。

しかし、近年の生態系に関する多くの研究か

ら、身近な生き物の価値が再評価されている。

水中の生物がその周辺の陸域生態系とも密接な

関連をもっていることが定量的にも明らかにさ

れるようになり、水生生物の保全は、単に水中

の生物の保全に留まらず、身近な環境全般の保

全につながることが認識され始めている。

そうした中で、昨年１月のＯＥＣＤの勧告を

受けて、我が国にもようやく環境基準の中に、

水生生物保全の視点が盛り込まれることになっ

た。行政が水生生物の保全を具体的な施策対象

として掲げたことは、公害から出発した我が国

の水環境行政において、非常に大きな変化であ

る。

今回のシンポジウムでは、環境基準の捉え方

が変化した今回の基準改正に関わる経緯や残さ

れた課題を整理すると共に、生き物の環境要求

と指標性としての有用性を整理したい。身近な

水辺の生き物である水生昆虫（川虫 ・魚・植）

物・トンボなどを取り上げ、水生生物保全のた

めの課題や研究の現状をご紹介していただく。

その上で、水生生物から水環境保全を考えたと

き、今後必要とされる研究分野や研究課題など

について、議論したいと考えている。

議論の中では、①水中と周囲の生き物のグロ

ーバルな関係についての知見集積の必要性、②

またそれを認識しつつも、水生生物との関連性

から見直した水質項目の意味付けの再認識（限

界も含め 、なども含まれると考えられる。さ）

らには、議論の方向によっては、市民参加型の

モニタリング指標についての議論も、含まれて

くるかもしれない。

今回のシンポジウムによって、身近な水辺環

境をより豊かにするための、現在必要とされて

いる具体的な研究分野を浮かび上がらせ、今後

の活動につなげることができることを期待して

いる。


